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人
生
１
０
０
年
時
代
の

政
府
の
役
割

　

　

長
寿
化
が
進
む
に
つ
れ
、
私
た
ち
は
長
く
楽
し

い
余
生
に
期
待
を
抱
く
半
面
、
老
後
に
向
け
て
ど

ん
な
備
え
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
も
そ
も
人
生

を
ど
う
設
計
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
、
漠
然
と
し
た

不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
生
１
０
０

時
代
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
た
英
国
の

リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
は
、
よ
り
よ
い
人
生
を

送
る
た
め
に
は
、
お
金
と
い
う
目
に
見
え
る
資
産

（
有
形
資
産
）
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ル
、

健
康
や
人
間
関
係
と
い
っ
た
無
形
資
産
を
自
ら

育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
は
、
個
人
の
人
生
設
計

の
練
り
直
し
が
必
要
に
な
る
が
、
社
会
保
障
制
度

な
ど
を
通
じ
て
私
た
ち
の
老
後
を
支
え
て
き
た
政

府
の
仕
組
み
も
ま
た
、
再
設
計
が
必
要
で
あ
る
。

長
寿
化
に
つ
れ
、
社
会
保
障
制
度
や
定
年
制
な
ど

既
存
の
制
度
・
仕
組
み
と
、個
々
人
の
実
際
の
人
生

コ
ー
ス
と
の
間
の
ず
れ
が
拡
大
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
が
、
自
分
の
老
後
を
ど
こ
ま
で
国
や

社
会
に
頼
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
の
大
き
な
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
限
ら
ず
、長
寿
化
に
よ
っ
て
政
府
が
対
応

を
迫
ら
れ
る
課
題
は
、
大
き
く
括
っ
て
３
つ
あ
る
。

　

ま
ず
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
確
保
の
問
題

で
あ
る
。
と
く
に
先
進
国
で
は
公
的
年
金
が
財
政

面
で
持
続
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
人
生
１
０
０

年
時
代
を
乗
り
切
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
各
国
で
共
通
に
、
引
退
年
齢
の
延
長
、

年
金
支
給
期
間
の
短
縮
、
年
金
支
給
対
象
の
低
所

得
者
へ
の
絞
り
込
み
な
ど
の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
老
後
資
金
を
支

え
る
公
的
資
金
（
年
金
）
の
役
割
が
低
下
せ
ざ
る

を
え
ず
、
老
後
の
生
活
資
金
を
確
保
す
る
責
任
が

ま
す
ま
す
個
人
の
肩
に
の
し
か
か
る
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
年
齢
を
基
準
に
し
た
給
付
も
改
革
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
の
制
度
や
政
策
の
多
く
は
、
年
齢

を
基
準
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
生
１
０
０
年

時
代
に
は
、
政
府
が
、
年
金
の
よ
う
に
、
引
退
年

齢
を
固
定
し
て
様
々
な
給
付
を
行
う
の
で
は
な
く
、

現
役
時
代
も
含
め
、
生
涯
を
通
じ
て
利
用
で
き
る

給
付
や
融
資
に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

仕
事
に
関
す
る
法
規
制
も
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。多
く
の
国
で
す
べ
て
の
労
働
者
が
フ
ル
タ
イ
ム

と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
ど
ち
ら
か
に
分
類
で
き
る
と

い
う
前
提
に
立
っ
て
制
度
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、

人
生
１
０
０
年
時
代
で
は
、キ
ャ
リ
ア
途
中
で
フ
ル

タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
切
り
替
わ
る
と
い
っ
た

こ
と
も
往
々
に
し
て
起
き
る
。

　

第
３
は
、
格
差
や
不
平
等
の
拡
大
へ
の
対
応
で

あ
る
。
長
寿
化
と
と
も
に
、
高
所
得
層
と
低
所
得

層
の
間
の
健
康
格
差
や
寿
命
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
格
差
を
縮
め
て
い
く
た
め
に
は
、

貧
困
層
、
低
所
得
層
に
財
政
支
出
を
振
り
向
け
る

大
掛
か
り
な
政
策
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
貧
困
層
が
ス
キ

ル
や
教
育
と
い
っ
た
見
え
な
い
資
産
を
築
く
の
を

若
い
う
ち
か
ら
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
み
る
と
、
各
国
の
動
き
は
鈍
く
、
制
度

人生１００年時代構想会議
が目指したこと

第　  回4

［たかはし・すすむ］前安倍政権におけるマクロ経済政策立案ならびに運営の
司令塔的役割を担う経済財政諮問会議、人生100 年時代構想会議他の民間議員
を務める。

高橋  進
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そ
の
原
因
は
、
労
働
力
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
設
備

投
資
も
低
迷
し
、
技
術
革
新
も
停
滞
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
成
長
力
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
労
働

力
と
投
資
、
技
術
革
新
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

人
口
減
少
社
会
で
は
労
働
力
の
減
少
を
止
め
る
こ

と
は
難
し
い
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
市
場
規
模

の
縮
小
懸
念
か
ら
企
業
の
国
内
で
の
投
資
意
欲
は

衰
え
が
ち
で
あ
る
。

　

残
る
期
待
は
技
術
革
新
で
あ
る
。
I
T
や
A
I

を
駆
使
し
た
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
よ
っ
て
生
産
性
を
高

め
、
日
本
発
の
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
長
力
を
強
化
で
き

る
。
政
府
は
こ
れ
を
「
生
産
性
革
命
」
と
呼
ん
だ
。

　

ま
た
、
労
働
力
の
減
少
は
不
可
避
で
も
、
女
性

や
高
齢
者
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
働
き
手
を
増
や
す
余

地
は
あ
る
。
さ
ら
に
、
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
、

労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
こ

と
も
、
労
働
力
人
口
減
少
の
影
響
を
和
ら
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
へ
の
投
資

を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
高
め
、
人
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
「
人
づ
く
り
革
命
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
生
産
性
革
命
」と
「
人
づ
く
り
革
命
」を

通
じ
て
、
人
口
減
少
を
克
服
し
て
成
長
力
を
引
き

上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
成
長
戦
略
の
狙
い
で
あ
る
。

人
づ
く
り
革
命

　

政
府
は
こ
う
し
た
考
え
方
に
沿
っ
て
、
人
づ
く

り
に
関
わ
る
一
連
の
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
ま
ず

は
、
２
０
１
５
年
10
月
、
官
邸
に
「
一
億
総
活
躍

国
民
会
議
」
を
設
置
し
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど

に
よ
る
女
性
の
就
労
促
進
や
、
介
護
施
設
の
拡
充

な
ど
に
よ
る
現
役
世
代
の
介
護
離
職
防
止
、
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
と
い
っ
た
施
策
を
打
ち
出
し
、

就
労
を
希
望
す
る
国
民
が
誰
で
も
希
望
に
応
じ
て

働
け
る
環
境
の
整
備
を
進
め
た
。

　

続
い
て「
働
き
方
改
革
」で
あ
る
。
２
０
１
６
年

９
月
に「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」が
設
置
さ
れ
、

長
時
間
労
働
の
是
正
や
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
、

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
な
ど
の
改
革
が
打
ち

出
さ
れ
た
。改
革
の
真
の
目
的
は
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、そ
の
成
果
を
働
く
人
に
分
配
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

人
づ
く
り
施
策
の
最
後
に
打
ち
出
さ
れ
た
の

が
、「
人
づ
く
り
革
命
」
で
あ
る
。
人
生
１
０
０

年
時
代
構
想
会
議
で
の
「
基
本
構
想
」
を
も
と
に

政
府
が
取
り
ま
と
め
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は

「
幼
児
教
育
か
ら
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
、
高

等
教
育
、
さ
ら
に
は
社
会
人
の
学
び
直
し
に
至
る

ま
で
、
生
涯
を
通
じ
て
切
れ
目
な
く
、
質
の
高
い

教
育
を
用
意
し
、い
つ
で
も
有
用
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
学
び
直
し
の
場
が
、
安
定
的
な
財
源

の
下
で
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
高
齢
者

向
け
の
給
付
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
我
が
国
の
社

会
保
障
制
度
を
、
子
供
・
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
安
心
で
き
る
『
全
世
代
型
の
社
会
保
障
』

へ
大
き
く
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。

社
会
保
障
制
度
改
革
の
現
状

　

で
は
、
日
本
の
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
改
革
の

恩
恵
を
受
け
る
の
が
政
治
に
関
心
の
薄
い
若
い
世

代
で
あ
っ
た
り
、
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
世
代
で

あ
り
、
改
革
に
抵
抗
す
る
高
齢
者
の
意
見
ば
か
り

が
政
治
に
届
き
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。

人
生
１
０
０
時
代
構
想
会
議
の

立
ち
上
げ

　

で
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
対
応
す
る
日
本

の
改
革
の
現
状
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
日
本

で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は

政
府
自
身
の
動
き
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。安
倍

政
権
は
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
の
対
応
を
進
め
る

べ
く
、
２
０
１
７
年
９
月
、
総
理
官
邸
に
「
人
生

１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。
会

議
に
は
各
界
の
有
識
者
に
加
え
、
グ
ラ
ッ
ト
ン
教

授
も
招
聘
さ
れ
た
。
翌
18
年
６
月
に
は
同
会
議
が

「
人
づ
く
り
革
命　

基
本
構
想
」（
以
下
、「
基
本

構
想
」）
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
と
併
行
し
て
、

政
府
は
「
人
づ
く
り
革
命
」
と
呼
ぶ
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

こ
こ
で
、
政
府
が
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
う

概
念
を
、
各
国
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
取
り
入
れ

て「
人
づ
く
り
革
命
」を
打
ち
出
し
た
背
景
を
み
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
は
、
発
足
時
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

３
本
の
矢
を
通
じ
て
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
て
き
た

が
、
そ
の
矢
の
１
本
は
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
で
あ
る
。

　

近
年
、日
本
経
済
の
成
長
力
が
低
下
し
て
い
る
が
、
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改
革
、
す
な
わ
ち
、
人
づ
く
り
革
命
は
着
々
と
進

ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、社
会
保
障
制
度
改
革
の
現
状
を
み
て
み
よ

う
。
今
後
も
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大

が
不
可
避
で
あ
り
、
制
度
の
持
続
性
を
確
保
す
る

た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
他
方
、
日
本
で
は

給
付
が
あ
ま
り
に
も
高
齢
者
に
片
寄
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
改
革
す
る
こ
と
、言
い
換
え
れ
ば
、全
世
代

型
の
社
会
保
障
の
構
築
も
課
題
で
あ
る
。

　

日
本
で
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
を
確
保
す
る

手
立
て
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
増
税

や
社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
よ
る
財
源
の
確

保
、
②
医
療
費
・
介
護
費
な
ど
の
支
出
の
抑
制
、

③
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
、
④
診
療

報
酬
や
調
剤
報
酬
な
ど
の
適
正
化
、
⑤
高
齢
者
の

就
業
促
進
な
ど
を
通
じ
た
社
会
保
障
の
担
い
手
の

確
保
、
⑥
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
、
健
康
寿
命

の
延
伸
と
い
っ
た
手
立
て
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代

に
向
け
た
社
会
保
障
制
度
の
再
設
計
と
い
う
観
点

か
ら
み
て
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
は
も
と
も
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
就
業

率
が
欧
米
と
比
較
し
て
高
い
国
で
あ
る
が
、
人
生

１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
も
と
で
、
65
歳
を
超

え
て
働
き
た
い
と
考
え
る
人
が
65
%
を
超
え
て

い
る
【
図
表
１
】。
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
人
も
37
%
近
く
に
達
し
て
い

る
。
政
府
も
「
人
づ
く
り
革
命
」
の
中
で
「
65
歳

以
上
を
一
律
に
「
高
齢
者
」
と
み
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
世
代
が
希
望
に
応
じ
て

意
欲
・
能
力
を
活
か
し
て
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ

フ
リ
ー
社
会
を
目
指
す
」
と
し
て
お
り
、
65
歳

以
上
の
継
続
雇
用
年
齢
の
引
き
上
げ
に
向
け
て
環

境
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
具
体
的
な
雇
用
促
進
策

と
し
て
、
高
齢
者
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
促
進
や

教
育
訓
練
の
拡
充
な
ど
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

公
務
員
に
つ
い
て
も
、
定
年
を
段
階
的
に
65
歳

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
検
討
を
行
う
と
し
た
。

　

他
方
で
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
向
け

た
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。
政
府
は
２
０
１
９
年

の
消
費
税
増
税
に
際
し
て
、
増
税
分
で
高
齢
者
向

け
給
付
に
不
足
す
る
財
源
を
賄
う
と
い
う
従
来
の

方
針
を
転
換
し
、
増
税
分
の
約
半
分
を
少
子
化

対
策
や
幼
児
教
育
無
償
化
な
ど
に
振
り
向
け
た
。

さ
ら
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
で
は
、
就
業
期
間

も
長
く
な
り
、
仕
事
の
中
身
が
変
わ
り
、
休
職
・

転
職
す
る
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
る
た
め
、
こ
う

し
た
人
生
の
転
機
を
、
失
業
給
付
や
職
業
訓
練
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
費
用
補
助
な
ど
で
支
え
る
こ

と
も
打
ち
出
し
た
。

　

こ
う
し
た
改
革
の
方
向
性
は
正
し
い
が
、
改
革

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
０
年
代
半
ば
以

降
、
医
療
費
や
介
護
費
を
中
心
と
す
る
社
会
保
障

支
出
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
を
ど

う
賄
っ
て
い
く
の
か
、
ま
だ
青
写
真
は
描
か
れ
て

い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
で
も
老
後
資
金
を
公

的
年
金
だ
け
に
頼
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な

り
、
確
定
拠
出
型
年
金
な
ど
私
的
年
金
を
使
っ
て

自
助
努
力
で
老
後
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
し
か
し
、
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
の
選
択
、

出典：内閣府「平成 25 年度　高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」より作成

【図表1】高齢者の就労希望年齢と希望する就労形態
・�現行の高齢者雇用安定法が定める雇用確保措置年齢である65歳（2025年到達）を超えて働きたいと回答した人が、
３人に２人（65.9％）、「働けるうちはいつまでも」と回答している人が３割（29.5％）となっている。
・高齢者の希望する就労形態は、男性はフルタイムとパートタイムの希望割合が４割（36~37％）で同程度であるのに
　対して、女性は７割（69.4％）がパートタイムを希望している。ニーズに応じた就労形態の多様化が課題。

[ 高齢者の就労希望年齢 ]

[ 高齢者の希望する就労形態 ]

フルタイムの社員・職員 自営業・個人事業主・フリー
ランス（家族従業者を含む）男性

女性

70歳くらいまで

パートタイム（短時間勤務など）
の社員・職員

65歳くらいまで60歳くらい
まで

働けるうちはいつまでも75歳くらい
まで

76歳以上

29.52.723.621.411.8 10.1

無回答0.5

在宅就労
1.0
その他
0.6

農林漁業（家族
従事者を含む）

36.7 37.0
19.3

4.7

12.7 69.4 12.7 1.2 その他0.3

無回答
0.7

在宅就労�3.0

20 （％）40 60 80 1000

20 （％）40 60 80 1000

65.9％

注：60 歳以上の男女を対象とした調査（n=1,999）

出典：『平成 30 年 6 月 人づくり革命 基本構想 参考資料』 掲載『内閣府 平成 25 年度 高齢期に向けた「備え」に関する意識調査』より作成
　 注：35 歳～ 64 歳の男女で対象とした調査で 60 歳以降も収入を伴う就労の意向がある者（n=2,214）

無回答
1.0
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年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
の
仕
事
、
私
的
年
金
の

活
用
な
ど
、
年
金
制
度
の
改
革
だ
け
で
な
く
、
医

療
・
介
護
制
度
、
あ
る
い
は
雇
用
慣
行
・
制
度
も

含
め
、
ど
う
す
れ
ば
私
た
ち
は
「
長
生
き
し
て
も

大
丈
夫
」
と
い
う
安
心
感
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

の
か
、
そ
の
選
択
肢
は
ま
だ
十
分
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。教

育
改
革
は
加
速
す
る
か

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
は
、
個
人
に
と
っ
て
、

健
康
と
並
ん
で
、
ス
キ
ル
や
知
識
が
非
常
に
重
要

な
資
産
と
な
る
。
長
年
か
け
て
培
っ
た
ス
キ
ル
や

知
識
は
所
得
や
キ
ャ
リ
ア
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

た
だ
し
、キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
身
に
つ
け
た
ス
キ

ル
や
知
識
だ
け
で
、長
い
職
業
人
生
を
生
き
抜
く

こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
生
涯
を
通
じ
て
、

複
数
の
新
し
い
ス
キ
ル
や
専
門
技
能
を
獲
得
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
革
命
も
、

身
に
つ
け
る
べ
き
ス
キ
ル
や
知
識
の
中
身
を
変
え

る
こ
と
を
、
私
た
ち
に
迫
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
は
、
実
践
的
で
な
い
も
の
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
が
る
と
は
言
い
難

い
も
の
が
多
く
、
社
会
人
の
利
用
者
は
限
ら
れ
て

い
た
【
図
表
２
】。
企
業
も
長
期
に
わ
た
っ
た
デ

フ
レ
下
で
、
教
育
訓
練
費
を
削
減
す
る
傾
向
に
あ

り
、
社
員
育
成
に
積
極
的
と
は
言
い
難
い
状
況
で

あ
っ
た
【
次
ペ
ー
ジ
の
図
表
３
】。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
で
は
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
日
本
の
高
等

教
育
の
質
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

た
。
日
本
の
国
際
競
争
力
を
み
る
と
、
高
等
教
育

や
訓
練
の
分
野
で
順
位
が
低
下
し
て
い
る
。
国
際

的
に
み
た
日
本
の
大
学
の
評
価
も
年
々
低
下
し
て

い
る
。

　
「
基
本
構
想
」
に
は
こ
う
し
た
危
機
感
が
反
映

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
人
的
資
本
の
質
を
高
め
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、
大
学
改
革
と
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
抜
本
的
拡
充
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

大
学
は
、
知
の
基
盤
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
原
動
力
で
あ
る
。
政
府
は
大
学
を
人
づ
く
り

革
命
を
牽
引
す
る
重
要
な
主
体
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
、
大
学
を
時
代
に
合
っ
た
か
た
ち
に
改
革

す
る
と
い
う
大
方
針
を
示
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
①
国
立
・
私
立
大
学
を

問
わ
ず
、
各
大
学
の
特
色
や
強
み
の
明
確
化
を
一

層
進
め
る
、
②
学
外
の
教
員
や
実
務
経
験
の
あ
る

教
員
の
登
用
、
学
校
運
営
へ
の
参
画
促
進
、
社
会

の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
な
ど
を
通
じ
て
教
育
の
質
の

向
上
を
目
指
す
、
③
学
生
が
在
学
中
に
ど
れ
だ
け

の
能
力
、
付
加
価
値
を
身
に
つ
け
た
か
を
見
え
る

化
す
る
、
④
大
学
の
経
営
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
⑤
大
学
の
組
織
再
編
を
促
し
、
地
方
に
お
い

て
、
地
方
の
教
育
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
「
地
域

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、

国
公
私
立
の
枠
を
超
え
た
大
学
の
連
携
・
統
合
な

ど
を
可
能
に
す
る
、⑥
高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校

に
お
け
る
実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
科
省
も
、こ
う
し
た

考
え
方
に
沿
っ
て
、２
０
１
７
年
に
２
０
４
０
年

【図表２】高等教育機関への25歳以上の入学者の割合
・�高等教育機関（4年生大学）への25歳以上の入学者割合を見ると、日本は他国と比較して、割合が著しく低い。
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イ
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出典： 『平成30年6月 人づくり革命 基本構想 参考資料』 掲載『OECD「Education at a Glance（2017）」（諸外国）及び文部科学省「平成27年度　学校基本調査」
（日本）』より作成
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に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
は
、
人
づ
く
り
革

命
の
み
な
ら
ず
、
生
産
性
革
命
を
推
進
す
る
う
え

で
も
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
抜
本
的
拡
充
策
と
し
て
、
教
育

訓
練
給
付
の
拡
充
と
産
学
連
携
の
強
化
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

　

教
育
訓
練
給
付
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
効
果
の
高
い
講
座
を
対
象
と
す
る
給
付
率
の
引

き
上
げ
（
２
割
→
４
割
）
や
講
座
の
最
低
時
間
の

緩
和
（
１
２
０
時
間
→
60
時
間
）
す
る
こ
と
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

産
学
連
携
に
つ
い
て
は
、新
規
か
つ
実
践
的
で
、

雇
用
創
出
効
果
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
中
的
に

開
発
す
る
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
や
技
術
者
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
拡
充
、
在
職
者
向
け
教
育
訓

練
の
拡
充
、
実
務
家
教
員
の
養
成
、
生
産
性
向
上

の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
人
材
の
養
成
な
ど
の

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
方
針

の
早
急
な
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
産
学
連
携

の
実
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
大
学
側
の
経
営
改
革

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
必
ず

し
も
教
育
の
中
身
の
関
わ
る
施
策
で
は
な
い
が
、

幼
児
教
育
と
高
等
教
育
の
無
償
化
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
前
者
は
、
待
機
児
童
の
解
消
と
並
ん
で
、
子

育
て
世
帯
を
応
援
し
、
社
会
保
障
を
全
世
代
型
へ

抜
本
的
に
変
え
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。
後
者
は
、
所
得
が
低
い
家
庭
の
子
供
た

ち
、
真
に
必
要
な
子
供
た
ち
に
限
っ
て
、
高
等
教

育
の
無
償
化
を
実
現
す
る
も
の
で
、
経
済
格
差
が

教
育
格
差
に
つ
な
が
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
も
と

で
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
格
差
の
固
定
化

を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る
。

　

教
育
改
革
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
見
え
な

い
資
産
を
育
む
た
め
の
基
礎
に
な
る
改
革
で
あ

り
、
政
府
の
役
割
が
大
き
い
が
、
日
本
の
教
育
政

策
の
基
本
的
な
問
題
点
は
、
こ
こ
に
十
分
な
財
政

資
金
を
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
改
革
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い
こ
と
、施
策
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の

検
証
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
折
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
遅
れ

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。教
育
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
含
め
、教
育
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
る
。

ど
こ
ま
で
政
府
に
頼
れ
る
か

　

長
寿
化
に
伴
う
個
人
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

政
府
の
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、
政
府
に
よ
る

社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
の
確
保
や
、
全
世
代
型

社
会
保
障
の
構
築
に
向
け
た
改
革
の
動
き
は
ま
だ

鈍
い
。
ま
た
、
企
業
の
働
き
方
改
革
は
道
半
ば
で

あ
り
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
に
も
ま
だ
ま
だ

時
間
を
要
す
る
。
そ
れ
で
も
、
長
寿
化
は
待
っ
た

な
し
に
進
行
し
て
い
く
。

　

私
た
ち
は
政
府
の
改
革
や
企
業
の
行
動
変
容
に

期
待
し
つ
つ
も
、
自
ら
の
努
力
と
自
ら
へ
の
投
資

を
通
じ
て
、
人
生
に
必
要
な
有
形
・
無
形
資
産
を

日
々
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

出典： 『平成 30 年 6 月 人づくり革命 基本構想 参考資料』 掲載『社会人の大学等における学び直しの実態把握に関する調査研究（平成 27 年度 イノベーション・
デザイン＆テクノロジーズ株式会社＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞）』より作成

【図表３】企業の外部教育機関としての大学の位置付け
・企業の８割が外部教育機関として民間の教育訓練機関を活用。一方、大学を活用するのはごくわずか。
・大学を活用しない理由の上位は「大学を活用する発想がそもそもなかった」「大学でどのようなプログラムを提供しているかわからない」

[ 活用する外部教育機関の種別 ]

民
間
の
教
育
訓
練
機
関

（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
含
む
）

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

大学等を活用する発想がそもそも
なかったため
大学等でどのようなプログラムを
提供しているかわからないため
他の機関に比べて教育内容が実践的で
はなく現在の業務に生かせないため

大学等との繋がりがないため

他の機関の方が業界分野に関する
最先端の技術を学ぶことができるため

他の機関に比べてコストがかかるため

その他

無回答
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17.3

13.2

6.7

5.3
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[ 大学等を活用しない理由 ]
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